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１．はじめに 

鉄筋コンクリートは、多くの土木構造物に用いられる部

材である。特に、実在する鉄筋コンクリート部材を鑑みる

と、ひび割れや初期欠陥等が存在する部位において腐食が

進行し、耐用年数を迎えることになる。したがって、ひび

割れ部あるいは初期欠陥部等に生じるマクロセル腐食を考

慮し、耐用年数を設定しなければならない。しかしながら、

腐食形態を考慮して、鉄筋コンクリートの腐食速度を解析

するモデルは存在しなかった。 

上述の背景を踏まえて、図１に示す解析フローに基づく

モデルの作成を行っている。ただし、モデルには分極特性

がデータとして必要であるが、その基礎的検討は未だ充分

ではない。そこで本研究では、水セメント比、塩化物イオ

ン濃度およびひび割れ幅が、欠陥を有するモルタル供試体

の分極曲線に及ぼす影響を評価した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．実験概要 

 本研究では図２に示すモルタル供試体を作製した。すな

わち、ひび割れやコールドジョイントを模擬したスリット

を設けた。また、欠陥近傍の局所的な分極曲線を評価する

ために、分割した鉄筋（以下、分割鉄筋 1）と称す）を埋設

した。供試体は打設後28日間湿空養生（20℃、RH90％）し 

 

 

 

 

た後、鉄筋の腐食を進行させるために、1日塩水噴霧・2.5 

日乾燥の塩害促進暴露を49日間行った。また、鉄筋の分極 

曲線には、水セメント比、塩化物イオン濃度およびスリッ 

ト幅などが影響すると考えられるので、表１に示す各パラ

メータを実験ケースとして与えた。なお、No.1 を基準供試

体とし、各実験ケース毎に2本（A,B）の供試体を用いた。 

ここで、分極曲線の測定方法を示す。はじめに鉄筋要素

間を接続しているリード線を一度切断した。次に供試体中

央のモルタル表面にステンレス板を設置した。さらに

Ag/AgCl を参照電極とし、スリットと接する鉄筋要素とス

テンレス板の間にポテンショスタットを接続し、鉄筋要素

の電位を１mV/秒にて強制的に貴または卑へ変化させ、そ

の時に流れる電流を記録した。 
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図１ 鉄筋腐食に影響を及ぼす因子 
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図２ 供試体概要 

表 1 実験ケース 

供試体 W/C Ｃｌ-（％） スリット幅(㎜） 温度(℃) 湿度
1 0.5 3 0.4 20 90
2 　 15 　 　
3 　 3 0.05 　
4 0.3 　 　 　
5 0.5 なし
6 3 なし 　
7 　 　 0.2 　
8 　 6 0.4 　
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３．結果と考察 

 図３から図７において、分極曲線を示す。 

(1)水セメント比が分極曲線に及ぼす影響 

図３および図６によれば、水セメント比が低いほど電流

は少なくなることが認められる。これは水セメント比が低 

いほど、モルタル内部は密になり、腐食要因物質の供給が

少なくなるためと考えられる。 

(2)塩化物イオン濃度がアノード分極曲線に及ぼす影響 

 図４によれば、塩化物イオンの存在により、電流は多く

なることが認められる。これは、塩化物イオンの存在によ

り、アノード反応が活性化するためと考えられる。 

(3)スリット幅が分極曲線に及ぼす影響 

 

 

図５および図７によれば、スリットが存在する場合に電 

流は多くなり、特にスリット幅が広いほど電流は多くなる

ことが認められる。これは、スリットが存在することで塩

化物イオンや酸素の鉄筋への供給が多くなるためと考えら 

れる。また、既往の研究２）にて認められるように、スリッ

ト幅が0.08㎜以下の場合はスリット幅が狭いほど電流が少

なくなる。一方、0.08 ㎜以上ではスリット幅に拘らず電流

の大きさは一定である。 

 

４．まとめ 

水セメント比、塩化物イオン濃度およびスリット幅が、 

欠陥を有するモルタル供試体の分極曲線に及ぼす影響を評

価できた。 
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図３ 水セメント比がアノード分極曲線に及ぼす影響 

図４ 塩化物イオン濃度がアノード分極曲線に及ぼす影響

図 5 スリット幅がアノード分極曲線に及ぼす影響
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図６ 水セメント比がカソード分極曲線に及ぼす影響 

図７ スリット幅がカソード分極曲線に及ぼす影響 
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